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アジア開発銀行の調達手続き 

 

 2017 年の調達改革のなかで、ADB 理事会に提出した Policy Paper の中で、調達原則として

品質とコストパフォーマンス（原文では VfM：value for money）が提案され採択された。 

 

この結果として導入された ADB Procurement Policy では次のように記載されている（パラ 5 

(vi)参照）。 

 

 

 

 同時に導入された ADB 顧客（即ち ADB 融資でもって調達を主催する途上国政府）向けの

Procurement Regulations for ADB Borrowers で上記同様の記述あり（パラ 1.4(f)）、さらには

次のように記載ある。高度技術の調達ではコストだけではなく質が重要とし（下記）、

Performance-based procurement も可能な調達手段としている（パラ 2.30～参照）。 
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https://www.adb.org/documents/procurement-framework-policy-paper
https://www.adb.org/documents/adb-procurement-policy
https://www.adb.org/documents/procurement-regulations-adb-borrowers


 

さらに、Appendix 1では Value for Money の考え方について説明があり、Life cycle costing is 

generally a factor in assessing value for moneyとありますし、評価に当たっては非コスト面も

考慮するようにとあります（下記抜粋）。Appendix 5: Evaluation Criteria and Methodology に

も同様の記載がある。 

 

 

しかしこれらは、あくまでも途上国で、調達するサービス、物品等の目的・態様によっ

て最適な調達方法を選ぶこととされている。 

 


